
改訂-01





































4. 運転･作業のしかた

- 17 -

⑤スロットルレバーを「 」と「 」位置の中間位置にして 
ください。

⑥スタータノブを握り、ゆっくりと引いて圧縮を感じる位置から

⼀旦戻した後、勢いよく引っ張ってください。
エンジンの始動後は、スタータノブは元の位置にゆっくりと戻して

ください。

リコイルスタータを引っ張る⽅向に⼈がいないか、突起物・障害物が

ないか確かめてから始動してください。傷害事故のおそれがあります。

⑦エンジン始動後はチョークレバーを戻し、チョーク弁を

「全開」  位置にしてスロットルレバーを低速側「   」 

位置でしばらく(5 分程度)の暖機運転を⾏ってください。 
暖機運転を⾏うことにより、エンジンの寿命をのばします。 

※搭載エンジンによって操作⽅法が異なります。

1)新製品購⼊後、最初の⼀週間(3〜4 時間)は、慣らし運転期間として、過負荷をかけない様に

控えめな運転を⼼がけてください。

2)チョークレバーを「全閉」  位置のまま使⽤すると、エンジン各部に悪影響を与え、エンジンの

寿命を短くしますのでご注意ください。 

4.1.2 エンジン停⽌のしかた 

①スロットルレバーを低速「 」位置にし、エンジンスイッ 

チを「停⽌(OFF)」位置にしてエンジンを停⽌してください。

②最後に燃料コックを「閉(OFF)」位置にしてください。

低速 

「閉」 
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4.2 ⾛⾏・変速・旋回・停⽌のしかた                  
4.2.1 ⾛⾏のしかた  

①エンジンを始動させてください。 

        〈4.1.1 エンジン始動のしかた 参照〉 

 

②変速レバーが確実に⼊っているか、確認してください。 

〈4.2.2 変速のしかた 参照〉 

 

③スロットルレバーを「  」と「  」との中間位置にし、⾛ 

 ⾏クラッチレバーをハンドルと⼀緒に握ると⾛⾏します。 

  

 

⾛⾏の際は、⾛⾏クラッチレバーを確実に握ってください。 

半クラッチで⾛⾏すると、ギヤなめ等故障の原因となります。 

 
1)安全のため、⾛⾏の際には刈⾼調整レバー・ガイド⾞輪共に⼀番⾼い位置にし、 

⽯やその他の障害物にナイフが接触しないように注意してください。 

2)⾛⾏、旋回の際にはナイフクラッチレバーは「⼊」位置にしないでください。巻込まれ危険です。 

 

4.2.2 変速のしかた 
 

①⾛⾏クラッチレバーから⼿を離し「切」位置にしてください。 

 
⾛⾏クラッチレバーを「⼊」位置のまま変速レバーの操作を 

繰り返し⾏なうと、故障の原因となります。 
 

②変速レバーを操作し、「①」「②」「③」「Ⓡ」の必要な変速

位置に確実に⼊れてください。 

 

 

◎変速操作は必ずエンジンを始動してから⾏ってください。 

変速操作が不⼗分な場合、ギヤ抜けの恐れがあり危険です。 

 

参考︔ 
1)ギヤが⼊りにくい時には、無理に⼊れずに⾛⾏クラッチレバーを「⼊」⽅向に少し移動 

させるか本機を前後に振ってみて、確実に変速操作を⾏ってください。 

2)⾼速「③」位置で、ミッション内部より“ｶﾗｶﾗ”と⾳が発⽣する場合がありますが、これは 

変速機構の関係で⾼速ギヤが回転する⾳で、異常ではありません。安⼼してご使⽤ください。 

変速レバー 

レバーを離す 

レバーを握る 

②(2 速前進) 

①(1 速前進) 

Ⓡ(後進) 

③(3 速前進) 
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